XXXXXX病院

正確な情報を正しく伝えることが何より迅速な診断を助けます。症状の変化を良く観察しましょう。いつから？どのような時に？どのように？どこが？どれだけ？持続時間や間隔は？などをよく観察しましょう。

今回来院された内容に関しては、以下に注意しましょう。
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
呼吸　について

本人の呼吸が楽な姿勢にしましょう。特に変わりがなければ、心配ないでしょう。状態が悪化する場合は早めに受診しましょう。
活動　について
必要以上に揺すったり、動かしたりしないでしばらく様子を見ましょう。いつも通り元気にしていれば心配はないでしょう。少しでも症状に変化のある場合は早めに受診しましょう。
脱水　について
意識がない場合には、気管に吸い込んでしまう可能性がありますので、無理に飲ませないでください。意識がしっかりしている場合は少し時間を空けて少量ずつ水分を与えてみてください。  
発熱　について
熱の原因は細菌やウィルスによるもので、高熱が直接脳を侵すことはありませんので、慌てることはないでしょう。ただし、熱の高低に関わらず全身状態が不良の場合は早めに受診しましょう。解熱剤は症状の緩和には有効ですが、原因に対する治療ではありません。首、脇、足の付け根を氷枕などで良く冷やしましょう。

胸の辺りが痛い　について
安静にしゆっくり呼吸しましょう。運動、呼吸、食事による変化があるかよく観察しましょう。心臓病の既往のある方は、主治医の指示に従いましょう。痛みの増強、顔色が悪くなる、痛みが持続するときは早めに受診しましょう。
吐いた　について
嘔吐直後は、首を横に向け誤嚥を防ぎましょう。飲食はそれが刺激となり嘔吐を誘発することがありますので、嘔吐後3時間程度経ってから水分摂取を開始しましょう（一回の摂取量を減らし、あげる回数を増やす）。症状が悪化する場合は、早めに受診しましょう。  
咳　について
乾燥した空気が咳を誘発しやすくします。咳が止まらない場合は、加湿すると良いでしょう。咳がひどい場合は、むせ込みに注意しながら少量ずつ回数を多く水分を摂取するように心がけましょう。患者さんの近くでの喫煙は控えてください。
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
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